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この報告書は、波上宮拝殿建設工事に伴う埋蔵

文化財ハナグスクの緊急発掘調査の成果を記録し

たものです。

遺跡の殆どは後世、特に戦後の改変を受けてお

り、遺構については残念ながら明確なものは確認

されませんでした。それでも遺物については中国

・東南アジア・日本本土など各地の資料が出土し

ており、当時のハナグスクの盛んな様子が窺えま

す。発掘調査から整理報告に至るまで波上宮のご

理解とご協力を賜りましたことに対して心より感

謝の意を表します。

末尾になりましたが、この報告書が文化財愛護

思想の高揚、諸開発の協議調整ならびに学術研究

等、多方面で活用されることを期待するものであ

ります。

序

1999年3月

那覇市教育委員会

教育長渡久地 政吉



1 本書は、那覇市教育委員会が宗教法人波上宮の委託を受けて、平成5年に実施した「ハナグ

スク緊急発掘調査」の成果をまとめたものである。

2 本報告書の執筆・編集は玉城があたった。

3 資料整理は下記のメンバーで行った。

測:富山園美金城礼子名嘉真由美澤岻永子城間美登里仲松勝枝実

国吉成子喜屋武民子

分類・集計:富山園美金城礼子名嘉真由美澤岻永子城間美登里仲松勝枝

国吉成子喜屋武民子宮城かのこ

トレース:富山園美金城礼子澤岻永子城間美登里喜屋武民子国吉成子

本:名嘉真由美澤岻永子国吉成子拓

元:城間美登里喜屋武民子国吉成子澤岻永子復

表・図:金城礼子

写真撮影旺則象・焼付・図版:栗山初美座安知子冨山維佐子城間美登里喜屋武民子

知念美知子国吉美奈子勝連紋子上原章子砂川貴子

富島靖子金城礼子山下真利子

例

4 遺物実測図の番号と写真の番号は一致するように配置してある。

言
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波上宮では拝殿新築の計画があり、同者より埋蔵文化財の有無にっいて平成4年9月22日付で

当教育委員会へ照会がなされた。

当教育委員会では当該地内での文化財にっいて充分把握されて無く、かっ後方崖地に先史遉跡

「波上洞穴遺跡」が所在するところから、試掘調査が必要である旨の回答を行った。調整の結果

埋蔵文化財の確認調査を行うことになった。調査は教育委員会が主体となり、既存建物の撤去後、

工事地内をバックホーを用いて試掘を行った。その結果台地西倶ルこ約1301寸にわたって土器や中国

産陶磁器などの出土があり、一部に遺物包含層の存在が確認された。波上宮へ遺跡有りとの調査

結果を回答した。

当教育委員会は調査の結果を踏まえて、波上宮と埋蔵文化財の取り扱いにっいて協議を行った。

協議の結果工事変更は困難との結論に達し、やむを得ず記録保存の措置をとることとなった。

その後波上宮は、文化庁長官に文化財保護法第57条の2第1項の規定にもとづき「埋蔵文化財

の発掘の届出」を提出した。これにっいて当教育委員会は文化庁の指導により、「工事着工前に発

掘調査を実施」するよう送付通知した。

その後当教育委員会では文化財保護法98条の2第1項の規定にもとづき文化庁長官へ「埋蔵文

化財発掘調査の通知」を提出し、発掘調査に着手した。調査に要する経費は波上宮が負担し、調

査を当教育委員会が実施することとなった。調査は平成5年2月H日より開始した。

なお『おもろさうし』第十ありきゑとのおもろ御さうしのなかの「はなくすく」は、現在の

波上宮から護国寺の辺りの地を指す古名といわれており、その古名に因み遺跡名をハナグスクと

した。

第1章調査に至る経緯

那覇市は東シナ海に面した沖縄本島南西部にあり、東に西原町、東南に南風原町、南に豊見城

村、北に浦添市と接する、人口約30万人を擁する県下第一の都市である(第1図)。本市はほぽ三
角形を呈し東西に約Ⅱkm、南北に約8hnを測り、総面積37.81kがである。地形的には、東中国海側

の平野部とそれを取り囲む琉球石灰岩の台地に大きく分けられる。台地側からは安謝川.安里川'

国場川等の各河川が平野部を横断し東中国海へ注がれる。市内は国道58・330号が平野部を縦走し

ており、これら幹線を中心にアクセス道路が連結して市街地が形成され、さらに縁辺へと広がり

つっある。この国道58号にほぽ沿って、安里川と国場川とを結ぶかたちで久茂地川が流れている0

久茂地川は元々埋め立てにより造られた人工の川で、その西側はかって"うきしま"と呼ばれる

外海に浮かぶ小島であったという。尚巴志の頃から那覇港や泊港を中心とした交易港湾施設の整

備が進められたようで、さらに尚金福の頃うきしまと首里とを繋ぐ海中道路が建設され、以降漸

次埋め立てが進められる。明治初年頃の地図ではほぽ現在の川に近い(註1)。このうきしまは現

在の久茂地.久米.東.西.若狭一帯にあたり、特に近世以降第二次大戦前まで旧那覇の中心と
して栄えることになる。遺跡はこのうきしまの西方端に位置する。

遺跡は那覇市若狭町地内に所在する。ここは東シナ海にほぽ北向きに突出した琉球石灰石の台

地で、三方は海に面した崖地となる。標高は約13m。低平な市街地にあって、小禄.首里各台地

第2章位置と環境

1
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からは一望のもとにある。

遺跡は現在波上宮境内となってぃる。波上宮は王府時代には琉球八社のひとっに数えられるな

ど、古くから信仰の地として名が知られるが、『琉球世譜』『球陽』『琉球国由来ぎ剥等によれば、

察度王19(1368)年、薩摩から来島した頼重上人が鎮守社として熊野三所権現を勧請し、波上山

護国寺を建立したといい、当初仏教寺院として出発したことがわかる。

その他波上権現の縁起に関する記事として『琉球神道三引『琉球国由来三剥や『球陽』等で散見

されるが、いずれも、崎山里主が海岸で拾った霊石の神託にもとづき祭ったことに由来するとい

おもろさうし第十ありきゑとのおもろ御そうしには、下記のようなおもろがある(註2)。

(前略)

いしらごはおりあげて

ましらごはつみあげて

なみのうぇはげらへて

はなぐすくけらへて

ものまいりしょわちへ

てらまいりしょわちへ

かみもほこりよわろへ

こんげんもほこりよわろへ

このおもろが実際いっ頃謡われたのか不明であるが、「なみのうぇ」「はなぐすく」および「か

み」「こんげん」の名称が併記されているのは注意され、少なくともこれが謡われた頃波上と権現

(護国寺)はほぽ同義に認識されており、神仏習合の様子が窺える。

頼重以降その後暫くは護国寺の具体的な動向は不明で、頼重入滅(1384)年以降嘉慶27(1548)

年の頼玖まで164年もの住持空白がある。

嘉靖元(1522)年日秀上人の事績が語られる。『琉球国由来ヨ剥には嘉靖12 a522)年護国寺を

再建したという。『球陽』にもやはり同様の記事がある。上人は護国寺を再興し、自刻の本地阿弥

陀.薬師.観音の三像を安置している。尚豊13(1633)年には天願筑登之親雲上上権明が薩摩で

神道を学び、秘書を持ち帰ったことが記述されており、他方尚豊13(1633)年波上消失し、同15(1635)

年再建されたというから、この頃祭祀が整えられたようである。『琉球国志路』の琉球八景の「衙

崖夕照」に波上宮の図が描かれている。周囲は石垣で囲まれ、内部に入母屋造りの屋根が三棟み
えるが、この頃の様子を描いたものかもしれない。

明治6 a釘3)年の「琉球藩雑記」には大夫5石、内持2石、権祝部各1石、宮童1俵とある0

廃藩置県後の明治23 a889)年には官幣小社に列格され、沖縄で最も格式の高い宮として確立す

る。

1967年波上宮後方崖中腹の洞穴において先史遺跡が発見され、同年高宮廣衛氏によって発掘調

査が行われている(註3)。
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調査組織は次のとおりである。

調査責任者

ノノ

調査

調査

第3章調査体制

総括

事務

那覇市教育委員会

那覇市教育委員会文化課

ガ

ノノ

調

5

員

ノノ

調査作業員

ノノ

ガ

ガ

教育長

課長

主幹

係長

主事

ガ

ガ

金秀建設株式会社が直接雇用した。

ガ

調査では、工事に係る範囲約130t寸を対象に実施した。調査範囲外ではすでに建設工事が始まっ

ており、かっ工事進捗との兼ね合いから調査期間を一月と設定した。宮内には参詣者も多く、か

なりの制約があった。ここは事前の試掘調査において判明している遺物包含層および遺物の採集

できる範囲である。位置的には波上宮敷地内の最も奥まった場所で、現在の拝殿部分に重複する。

発掘区は東西に任意に直線を設け、これに4mピッチで平行に直線を設けた。一方これら東西

ラインに直交する南北ラインを同じく4mピッチで設定した。南北(縦)軸を算用数字で、それ

に直交する東西(横)はひらがな五十音を付した。各グリッド名はそれぞれの北東隅の杭を指標

とした。

調査では、試掘調査の際に確認した、か・き・く-91区の遺物包含層である黒色砂(後述の第

5層)層の掘り方作業から開始した。第1章で述べたとおり当初陶磁器の出土があったことから、

グスク時代の層と予想していたが、調査の過程で実際には先史時代の土器を包蔵する層もあるこ

とが確認された。陶磁器を包含する層(後述の第4層)は黒色砂層直上に薄く堆積することが確

認された。か・き・く区での士層堆積の状況を踏まえ発掘区を南側へ広げていった。

南側では各層毎に出士遺物を一括して取り上げた。全調査区を基盤まで掘り下げ、各壁面のセ

クションの実測・写真撮影を行い調査を終了した。

嘉手納

高江洌

金武

新城

手登根

赤嶺

ガ

ガ

是

紀

第4章調査経過

優子

仲宗根

安

敏
隆

範
朗

弘
靖
明
啓

間
城

島
内
玉

ガ
ガ
ガ
ガ
ガ

ガ
査
ガ

正
和



89

か4

崖

き

92

け

q)

令

00

、

島

石垣

匂

さ

し

崖

く

第4図調査の位置

6

0 4 8m

社
務
所

0
ゾ

"
ー

こ



遺跡の層序は基本的に5枚認められる。以下のとおりである。

第1層:暗褐色混砂士層。戦後以降、現代までの遺物を含む層である。く-91グリツドにおい

て第2層を切って堆積する。

第2層:茶褐色混土砂層。第4層にやや近い土色で、僅かに陶磁器類を含んでいるが、砲弾の

破片を含む等、後世の遺物も含む撹乱層である。戦後造成されたとみられ、実際く・

け-91グリッドでは、同層上部に旧表土面が確認されている。

第3層:白砂層。ほぽ全域に広がりの認められる層である。締まりは悪くサラサラしている。

か.き-91グリッドにおいて赤瓦の集中がみられ、当初近世期に所属するものかとも

考えたが、同層には近代の遺物を含んでおり、第二次大戦により被災した建物と判断

された。概ね近代から戦時中にかけて一部戦後を含む層と考えられる。同層上部に炭

や河原石(境内に敷き詰めた玉石か)を含んだ灰色砂の堆積が認められる、

第4層:茶褐色士層。中国産陶磁器など、グスク時代中心に貝塚時代後期の遺物を包含する層

である。ややしまりは悪い。き-91・92グリッドでは薄く、け-91グリツドではやや

厚く堆積する。いずれも第5層直上の層準であるが、き-91グリツド北半部以北では

第3層で切られており、その広がりはみられない。

第5層:黒色の砂層である。基盤である琉球石灰岩直上に堆積する沖縄貝塚時代後期およびグ

スク時代の遺物が混在する遺物包含層である。く・け・こ-91グリッドにその堆積が

認められる。岩盤そのものは若干の起伏があって、窪みには厚く堆積する。層厚は厚

いところで約70cm、薄いところで約4Cmを測る。

か.き-91グリッドでは第2層および第4層の広がりは無い。状況から第1層により切られた

模様である。く.け-91グリッドでは比較的安定した層序を示す。第2層上面には旧表土面が確

認された。

遺跡は第4層および第5層をメインとする。ただしいずれの層も堆積は薄く、その範囲も狭い。

特に第4層は本来く-91グリッド以北、基盤である琉球石灰岩の高まり部分にまで及んでいたも

のと考えられるが、第3層期以降の後世の撹乱により確認する事ができなかった。

か.き.く-91グリッドので確認された第5層は、第1章で述べたとおり当初陶磁器の出士が

あったことから、グスク時代の層と予想していたが、調査の過程で実際には先史時代の土器をも

包蔵する層であることが確認された。

第5章層序

7
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1.土器.

総数1,270点の士器片が得られた。器種でみると鉢形、甕形、壺形、杯形が確認された。この内、

鉢形にっいては沖縄貝塚時代後期、他はグスク系士器と呼ばれるものである。またこれらとは別

に底部片にっいては何れの器種に属するか不明なため一括して扱った。

1

1 鉢形(第6 図 1~4)

口縁部から胴部へかけて僅かに膨らみ、下半部へ窄まりながら底部へと至る器形である。口唇

~頸部にかけて刻文や貼り付け凸帯を巡らすなどの文様を施すものがある。先述のとおり沖縄貝

塚時代後期とみられる土器である。

第6章遺物

2 甕形(同図5)

口径は大きく口縁部は外反、頸が締まり胴部で大きく膨らむ器形である。グスク時代に特徴的

な器形である。

3 壺形(同図6 ・フ)

1類甕形に比べて口径の小さく肩の張るものである。口縁部はほぽ直立する。

2類口径は1類に比べさらに小さく長頸。肩は張らずにそのまま胴部へ移行する。

4 杯形(同図8)

形態的には甕形を小振りにした器形である。糸数城跡においてやや似た器形の資料がある。

第1表出土遺物一覧

種類

層序

士

第3層

第4層

999

第5層

9

器

撹乱一括

1

32

4

45 10

計

3

7

青

5

碗

1

2

120

9

123

5 底部(同図9~12)

器種の特定が出来ないものも含んでおり、ここで一括した。

1類尖底(同図9)

尖り底で平坦な面を持たない。貝塚時代後期に特徴的な底部である。

2類くびれ平底(同図10・11)

外底面から胴部への立ち上がり部にくびれを有する底部である。10は内底が凹面を呈し、

沖縄貝塚時代後期の特徴を残す。

盤

12

10

磁

19

317

皿

15

杯

661

6

37

4

61

2

21

47

9

1 103

瓶

2

Ⅱ

15

そ

白

4

1

136

1

2

碗

磁

27

2

杯

28

21

1

1

2

皿

青花

2

40

3

1

45

12

2

32

1

褐釉陶器

そ

の

他

碗

7

4

3

3

大

型

壺

Ⅱ

1

25

115

ノ」、

型

壺

2

82

4

3

19

2

25

4

そ

タ練

144

2

2

3

4

2

7

2

2

半器

13

14

1

3

2

24

4

6

7

産器

金

1

4

17

1,896

1
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銭

^ロ
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3類 平底(同図12)

底径の広い平底である。器面や胎土の状況からグスク系土器である。甕あるいは壺形に

属するものとみられる。

第2表土器観察一覧

挿図番号

図版番号

第6図1

PL.4 の 1

か-91

第5層

ノノ

底面から胴部へ大きく開
いて立ち上がる。底面と
の境は稜をつくる。

ノノ

撹乱一括
取り上げ

ノノ

内外面とも丁寧にナデ調整す
るが、器肌はザラザラした手
触り。

内底面に焼成時の亀裂有り。

ガ

ノノ

器形の特徴

ガ

口縁部直下で僅かに締ま
り、口唇部外縁で若干張
り出す。
口唇部断面は平坦。0.フ

ノノ

ノノ

ノノ

き-91

第4層

ノノ

ノノ

口縁部直下で僅かに締ま
り、口唇部で微弱な外反。

口唇部断面は丸味を帯び
る。0.6

雲母?

ノノ

攝L一括

取り上げ

ガ

文様・器面調整等の特徴

ノノ

口縁部から胴部へかけて
垂下する。口唇部は内外

に張り出す。同部の断面
は平坦。0.8

口唇部に斜位の刻紋線を施す。

14.2

底面からの立ち上がり部に成

形時の指圧痕を残す。

ノノ

ノノ

頸部で締まり口縁部は外

反。胴部で丸く膨らむ。

口唇部断面はやや平坦。
0.フ

ノノ

口縁直下に縦位の刻目を有す
る凸帯を二条貼付する。内外
面ともナデ調整。

石灰質砂粒
石英

19.0

ガ

く-91

第5層

ノノ

ガ

頸部から上位は直立、下
部は大きく張り出し膨ら
む。口唇部断面は尖状と
みられる。

法量はCm

0.フ

器面は指もしくはへラによる
圧痕を残し凸凹する。

内外面ともナデ調整するがや

や雑で凹凸を残す。
アバタが、特に内面に顕著に
みられる。

ノノ

5.2

き-91

第5層

ノノ

石灰質砂粒ガ

細頸の壺。口縁部は微弱
な外反を示し、下部へ漸

次広がる模様。
0.フ

混和材

内外面ともナデ調整しており、

丁寧なつくりだが器肌はザラ

ザラした手触り。

ノノ

9.2

石灰質砂粒

か-91

第5層

ノノ

頸部から上位は直口、胴
部へかけては大きく膨ら
む。

0.8

ノノ

内外面とも横位のナデ調整す

るが、内面は混入物の擦れや
アバタがみられる。

10

ノノ

フ.8

フ.1

6.8

0.6

石灰質砂粒
赤色粒子

ノノ

口縁部は外反。胴部で張
り出し、漸次窄まりなが
ら底部へ至る。身は低し、
底面上げ底。

ノノ

ノノ

全体にナデ調整するが、僅か
に指による成形痕を残す。

石灰質砂粒

黒色鉱物

ガ

ノノ

石灰質砂粒
赤色粒子

ノノ

ノノ

ガ

ガ

やや丸味を帯びた底部の
先端。

ノノ

外面は入念なナデ調整。内面

は頸部以下に横位の擦痕が残
る。

赤色粒子

ガ

石灰質砂粒

黒色鉱物

撹乱一括

取り上げ

ガ

石灰質砂粒

赤色粒子

6.3

1.2

底部立ち上がりでくびれ

胴部へ開く。

全体にナデ調整を施すが、頸

部に成形時の指圧痕を残す。
外底面に木の葉圧痕有り。

石灰質砂粒

ガ

6.2

0.8

ノノ

底部立ち上がりでくびれ

胴部へ開く。

外面は入念なナデを施す。

ノノ 石灰質砂粒
石英

13.6

0.フ

色
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2.青磁
総数306点の青磁片が得られた。碗、盤、皿、杯、瓶、茶入れ、香炉などの器種がある。これら

特徴を簡記する。

1碗

1類片切彫り蓮弁文碗(第7図1)

鎬の稜は明瞭でなく、蓮弁の厚みもあまり無い。蓮弁のまわりを箆で片切彫りする。

2類無鎬蓮弁文碗(同図3)

鎬の無い蓮弁文で、蓮弁のまわりを箆で描いている。

3類無文直口碗(同図7)

口縁部が直口するものである。器面内外に文様はみられない。

4類細蓮弁文碗(同図2)

外体面に線描きの細い蓮弁文を描く。

5類無文外反碗a (同図4 ・ 6)

一般に佐敷タイプと呼ばれる碗である。内底面の釉を削りとる。内外体部に文様はなく、

無文としたが、内底面に印花花文を施す。

6類無文外反碗b (同図5)

前記aと同じく体部に文様のないものだが、内底面も施釉しており、同部に印花花文を

施す。

7類無文内湾椀(同図8)

胴部から口縁部へ内湾気味に移行する器形である。内底面に蛇の目釉剥ぎを有する。

2 盤(第8図1~3)

1類鍔縁盤で、鍔外縁が折れ曲がり直立する。内面の蓮弁は細く細かい(第8図1)。

2類鍔縁盤で鍔外縁は稜花をつくる。内面は幅広の箆で蓮弁文を描く(同図2・3)。

3 皿(同図4~6)

何れも腰部から口縁部にかけて外反する。内底面に草花花文を施す。

4 杯(同図7)

無文で胴部から口縁部にかけて内湾気味の器形を示す。底部は碁笥底である。今帰仁城跡でや

や似た資料が検出されている(註4)。

5 茶入れ(同図8)

腰折れの茶入れである。腰部から上位へはほぽ直線的に延びる。底部はやや上げ底気味の平底

で、その周りに三個の足が附く。

6 香炉(同図9)

胴部は膨らみ頸部で若干窄まりながら直立、口縁部で折れ外反する。器体下半部には三脚が附

く。

7 瓶(同図10)

上げ底状の底部で、胴部に連弁様の扶りを有する。

12 -



第3表青磁観察一覧

挿図番号
図版番号

第7図1

PL.5 の 1

出土地点
出士層位

撹乱一括
取り上げ

ノノ

内面に僅かに
粗い貫有り。

ノノ

ノノ

碗

き-91

第5層

透明釉を厚く掛け
る。脚部底面は露
胎。内底に一部釉
切れ有り。

ノノ

撹乱一括
取り上げ

ノノ

14.4

ノノ

素

内面ともやや
細かい。

ノノ

灰白色でやや
微粒子

く-92
第3層

ノノ

地

18.フ

ノノ

透明釉を厚く掛け
る。畳付および外
縁は露胎。

ノノ

ノノ

く-91
第5層

施

ノノ

極く細かい。

ノノ

内外面にやや厚い
透明釉。

6.0

き-92

第5層

釉

ノノ

ノノ

14.9

6.フ

5.2

ノノ

ノノ

ノノ

内外面に薄い透明
釉。

ノノ

ノノ

撹乱一括
取り上げ

淡紅色・灰白
色で微粒子。

ガ

17.4

8.8

フ.4

ノノ

外底面は露胎。

貫

ノノ

ノノ

ノノ

第8図1

PL.6 の 1

19.6

灰白色でやや
微粒子。

内外面ともに
やや粗い

入

ノノ

厚い透明釉を前面
施釉の後、外底面
を蛇の目状に掻き
取る。

ノノ

灰白色で微粒
子。白色粒子
混入。

ノノ

15.8

フ.3

6.2

内外面ともに
粗い。

か-91

第5層

文様の特徴等

ノノ

ノノ

薄い透明釉を施
釉。内底面露胎。

撹乱一括
取り上げ

灰白色で微粒
子。黒色粒子
混入。

ノノ

17.9

6.4

6.4

盤

やや薄い透明釉を
施釉。内底面及び
高台内面は露胎。

13

ノノ

なし

細い線描きによる文
様。蓮弁も細く、や
やくずれている。

1

こ・さ・91・92

第3層

灰色。
やや粗粒子。

内外面とに細
かい。

ノノ

30.4

ガ

内底面に印花文。外
面の蓮弁は箆による
片切彫り。

薄い透明釉。
残存部外面下半部
で釉切れ。

なし

ノノ

2

ノノ

23.2

5.3

8.8

やや細かいが
部分的に粗密
がある。

灰白色。
微粒子。
黒色粒子混入。

か-91

第5層

ノノ

なし

ノノ

薄い半透明釉。内
底に蛇の目釉剥
ぎ。外面畳付から
内底は露胎。

文様なし。
いわゆる佐敷タイプ。

ノノ

ノノ

灰色。
微粒子。

試掘

ノノ

皿

なし

ノノ

内底に印花花文有
り。

やや薄い透明釉。
残存部において総
釉。

く-91

第5層

口縁部内外面
にやや細かい
貫有り。

灰白色。
微粒子。

ガ

ノノ

12.0

3.6

6.6

ノノ

撹乱一括
取り上げ

ノノ

内底面露胎部に花花
文有り

佐敷タイプ。

やや薄い透明釉で
内面総釉。

ノノ

ノノ

14.8

4.3

フ.1

ノノ

ノノ

残存部において総
釉。

外面は片切り彫りに
よる蓮弁文。

なし

ノノ

杯

13.2

3.8

フ.4

ノノ

ノノ

内外面ともや
や細力北、

く-92
第4層

ノノ

なし

透明釉を厚めに掛
ける。高台内縁は
露胎。

ノノ

ノノ

6.2

3.4

3.2

ノノ

内外面とも細
かい。

厚い透明釉を前面
に施釉のあと蛇の
目状に掻き取る。

ノノ

なし

内面に先端の丸い箆
による細かな蓮弁文。

ノノ

ノノ

内外面ともや
や粗い。

3.0

やや薄い透明釉外
底から畳付内面は
露胎。

11.4

10.6

淡紅色。
粗粒子。

ノノ

鍔上面縁に沿って浅
い線刻文。内面には
幅広の箆による浅い
蓮弁文。

瓶

ノノ

外底面際まで施
釉。

灰白色。
微粒子。

鍔上面縁に沿って2
本一組の線刻文。内
面に幅広の箆による
蓮弁文。

なし

体側部までを施釉
するが、一部高台
際まで釉垂れする。

フ.1

淡紅色。
微粒子。

なし

内底に印花花文有
り。

釉
色

淡
緑
色

淡
青
色

青
緑
色

径
高
径
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器
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(
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3.白磁.

188点の出土をみた。碗・杯・皿の器種がある。

1 碗(第9図 1 ・ 2)

いずれも器体下半部の資料で、全体の器形は不明である。残存部において腰部で内湾して上位

へ至る。全体に肉厚である。内底は凹面となる。高台は断面が方形で内割りは浅く、畳付は平坦

である。

16 -

2杯

1類 外反杯(同図 3 ・ 4)

口縁部が外反するものである。

八角杯(同図5)

腰折れの杯で、腰部から口縁部まで八角に仕上げられている。口唇は平坦。

内湾杯(同図6)

口縁部が内湾するタイプである。

台付杯(同図7)

体部は口縁部で外反、腰部の膨らみも強い。台部は欠失しており形状は不明。一般に馬

上杯と呼ばれる。

2類

3類

4類

3皿

1類外反皿(同図8)

口縁部の外反する。内底はほぽ平坦で中途で立ち上がる。高台の形状は同図2の碗に似

る。

2類内湾皿(同図9~13)

体部は緩やかな力ーブを描いて内湾し口縁部へ至る、薄手の皿である。同図9 は内底に

蛇の目釉剥ぎを有する。同図13は口唇が平坦である。

4.青花

少量ながら17点の青花が得られた。全て細片であるが、器形の推定できるものは何れも碗であ

る。 2 点を図示した(第8 図11・12)。

5.褐釉陶器

中国産の褐釉陶器である。器種でみると大型壺・小型壺・茶入れ・播鉢がある。

1 大型壺(第10図1)

口縁部は略方形状に肥厚し短い頸を持つ。口縁部上端と内縁には稜を持っ。口径20.8Cm。肩の

張りは強く、現存部ではほぽ水平に広がる。胎土は淡灰色でやや粒子は粗く、石英・黒色鉱物を

僅かに含む。器面内外とも残存部において茶色の釉を施す。撹乱一括取り上げ。

2 小型壺(同図2~6)

同図2 は口縁部が玉縁状に肥厚する。口径10.2Cm。暗褐色の釉である。胎土は紅褐色でやや粗



第4表白磁観察一覧

挿図番号

図版番号

第9図1

PL.7 の 1

出土地点

出士層位

く-91

第5層

ノノ

なし

ガ

ノノ

く-91

第5層

碗

ノノ

ノノ

撹乱一括

取り上げ

ノノ

ノノ

ノノ

素

ノノ

5.9

ノノ

灰白色で微粒
子。若干アバ

タ有り。

地

杯

内外面、特に外面に
はロクロ成形時の削
り痕を残す。

ノノ

ノノ

5.6

こ・さ・91・92

第3層

ノノ

白色で微粒
子。若干アバ
タ有り。

フ.6

3.2

2.フ

施

ノノ

なし

ノノ

外面下半部で釉切
れ。

釉

白色。胎土は
やや粗く半磁
器質。

ノノ

8.8

3.5

3.1

ノノ

ガ

内外面とも細

かい。

ノノ

乳白色で微粒
子。

ノノ

フ.4

ノノ

貫

器体中央で釉切

れ。

内面見込みに三ケ所
重ね焼き時の目土の
剥ぎ取り痕が残る。

ノノ

ノノ

ノノ

白色で微粒
子。

撹乱一括
取り上げ

8.0

3.6

3.6

内外ともやや
細かい

入

ノノ

ノノ

外面高台脇まで施
釉。

ノノ

白色。胎土は
やや粗く半磁
器質。

ノノ

11.0

皿

備

透明感のある釉で
外面腰部で釉切
れ。

ノノ

比較的厚手で高台も
重厚。

なし

ノノ

ノノ

極く細かい

白色で微粒
子。

考

ノノ

12.6

3.2

6.0

内面総釉。外面は
下位で釉切れ。

ノノ

高台の削り出しは低
く、畳付も厚い。

ノノ

極く細かな貫
で、特に外面
で顕著。

灰白色で微粒

子。極く僅か
に黒色粒子あ
り。

ガ

ガ

10.2

2.9

3.2

ノノ

薄い透明釉。残存
部分は総釉。

ガ

17

ノノ

ガ

白色でやや微
粒子。

ノノ

露胎部分にロクロ成
形痕を残す。

内面見込み中央お
よび外面下半部以

下は露胎。

10.0

2.3

3.4

ノノ

細かいが、外
外面は部分的
に粗密があ
る。

ノノ

ノノ

白色で微粒

子。

口縁部から腰部へか
けて八角の面をつく

る。腰折れ。

9.4

2.2

3.0

ノノ

薄い透明釉。内面
見込みは蛇の目釉
剥ぎ、外面は腰部
以下で露胎。

ガ

外面に僅かにロクロ
成形時の削り痕あり。

9.4

2.3

3.4

ノノ

薄い透明釉で、外
面は高台脇まで施
釉。

極細かい。特
に内面で顕

著。

ノノ

ノノ

乳白色。胎土
はやや粗く半
磁器質。

10.3

2.3

4.1

高台部分は細い。馬
上杯とみられる。

全体に極細か
し)

内面見込みと外面腰
部にロクロ成形時の
削り痕を残す。

ノノ

ノノ

ノノ

一部高台に釉たれ

釉
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い。表士剥ぎ撹乱より出士。同図3 は略三角形に肥厚した口縁部で口径8.3Cm。薄手で小振りの壺
である。肥厚部から胴部への移行は比較的緩やかで器面に轆轤痕を残している。頸部に縦型の把

手を有する。胎土は比較的密で灰色を呈する。内外面とも頸下部までを施釉範囲とするが、刷毛
による釉掛けが不充分で、部分的に露胎をみせる。釉色は褐色。撹乱一括取り上げ。同図4は縦

の把手部分である。焼成は不十分で素地は榿色で釉は淡褐色を呈する。胎土に石英を含む0 内面

残存部中途から下位は露胎である。撹乱一括取り上け。

同図5.6は底部資料である。前者の焼成はやや不十分で素地釉色が同図4に共通する。やや

薄手で外面胴部下半部で釉切れとなり、底部に釉垂れがみられる。内面は露胎である。底径8.6Cmo

同図6は灰褐色の釉掛けの資料である。胎士はやや粗粒子で淡灰色。石英・黒色鉱物を含む0 底
径9.8Cm。前者はき-91グリッド第4層出土。後者は撹乱一括取り上げ0

3 茶入れ(同図7)

下半部を残す底径2.2Cmの小品である。胎土は茶褐色で密。ベタ底で外底面に糸切り痕を残す0

外面に暗茶褐色の釉を底部近くまで掛ける。内面は露胎。識名シーマ御嶽遺跡で類例資料が出士
してぃる(註5)。く-92 第4層。

4 摺鉢(第12図1)

折り曲げによる肥厚口縁を持っ内湾器形の摺鉢。口縁内縁および外縁は尖る。推算口径29.5Cmo

素地はやや粗く、石英.細かい砂粒を多く含んでおり、ざらっく。やや赤みを市びた褐色の器色

で、内外面口縁直下に暗褐色の釉を掛ける。外面には轆轤成形時の凹凸を残す。内面には10条を

単位とする摺目を持っ。撹乱一括取り上け。

6 黒釉陶器.

黒釉の天目茶碗の破片が11点検出されている。この内3点を図示した(第10図8~1の0

同図8.9 は口縁部資料である。胴部から上位へ斜めにのび、口縁部近くでやや立ち上がる0

口唇部は尖り気味となる。素地はともにやや粗粒子で淡黄色であるが、同図8は灰色の部分があ

る。両者とも黒色の釉であるが口縁部近くは禾目がみられる。それぞれ口径は11.6Cm、Ⅱ.8Cmを

測る。前者は撹乱一括取り上げ、後者はか-91グリツド第5層の出士。

同図10は底部資料である。底面は浅い内削りを持っ。釉はガラス質の黒色釉を厚く掛け、禾目
がみられる。底径3.2Cm。撹乱一括取り上げ。

フタイ産半練土器.

近年県内でも出土例の増加のみられる土器である。身と蓋からなる。身は20点の破片が検出さ
れてぃるが、破片の量・焼成・器色・胎土の状況から、 1個体分と思われる。

蓋は2点の出土(第10図Ⅱ・12)があった。いずれも別個体資料である0

第10図13は身の資料である。頸部から胴部へ移行する箇所の破片で、口縁部から漸次膨らみ、

胴部で湾曲しながら底部へ至る。残存部外面上位に撚り糸様の圧痕を、同下部で横位の叩き目を

残す。内面は無文だが、製作時のあて具痕であろうか凹凸を残す。器壁は薄く約7血0 焼成はや

や弱い。黄褐色を帯び、内部は灰色となる。胎士に石英、榿色粒子を含む。撹乱一括取り上げ0

同図Ⅱ.12は蓋である。何れも縁辺部の破片で縁を折り曲げによる膨らみを持っ。器面には製

19 -
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形時のロクロ痕を僅かに残す。前者は推算径9Cm。焼きはやや良い。胎土に雲母(?)、赤色粒子

を含む。後者は榿白色の器色で内部は灰色。焼きはやや弱い。胎土に多量の赤色及び褐色の鉱物

粒を含む。推算径10.6Cm。前者はか・き-91グリッド第3層、後者は撹乱一括取り上げによる

ものである。

8.タイ産褐釉陶器

壺が1点検出された(第Ⅱ図D。具体的な産地は特定できないが、胎士や混入物、把手のつく

りからタイ産の可能性が考えられるものである。

頸部下端から胴部にかけての破片と底部片の資料が得られており、素地・胎土・釉薬等の特徴

から、両者は同一個体と考えられる。両者で図上復元を試みた。頸部から胴上半部にかけては強

く張り出し、肩部を形成する。張り出し部中央には縦に付された把手を残す。外面には胴下半部

底部近くまで、内面は頸部下端まで淡い青灰色の釉を掛けるが、内面全体には一度釉を掛けた後

拭くった痕が残る。素地はやや粗粒子で灰色。胎土に石英を僅かに含む。胴最大径52.6Cm。底径

18Cm。撹乱一括取り上げ。

9.タイ産無釉妬器.

灰色の色調を有する肉厚で大型の瓦質の器が検出された。以下特徴を簡記するが、後述のとお

リタイ・スパンブリ産と目される妬器に類似性が認められることから、ここに含めた。

-21 -

1 壺(第11図2)

残存部の上下の部位が無く、全体の器形が分からないが、下部へ強く開くところから肩部付近

とみられ、同図1に近い器形が想定される。外面にはやや幅広で浅い沈線を7状巡らし、その沈

線間に木の葉状の文様を二段にわたって印刻する。その印文は重複している箇所があり、左から

右方向へ施文していたことがわかる。

胎土は灰色、多孔質で瓦に近い焼きとなっている。暗褐色の粒子を多く含んでおり、雲母や石

英も僅かにみられる。器壁は厚く2Cm。内面にはロクロによる成形痕を残す。

これとよく似た資料が博多においても検出されている(註6)。博多例は報文で見る限り器形・

文様.胎士等近似しており、同種のものと思われる。博多例はタイのスパンブリ産のものとして

おり、本標品も産地を同じくする可能性が高い。く-91グリッド第3層出士。

2 甕(同図3)

先述の壺同様の焼成・器色・胎土を有する資料である。やはり残存部の上下の部位が無く、全

体の器形が分からないが、上位へ漸次窄まる内湾器形が想定される。器面に文様は無いが、内面

にロクロによる成形痕を残す。現存部での胴の最大径は76Cm。器壁は厚いところで2.2Cm。先の壺

とは器形・文様の有無に違いはあるものの、大凡のサイズ・器壁の厚さ・胎土・焼成・混入物な

どに共通性が認められ、セットの可台昌性もある。き-91グリッド第5層の出士。

10.備前産陶器

備前産陶器の揺鉢が得られた。 1個体分を図示した(第12図2)。推算口径27.2Cm。器高9.9Cm。

底径13.2Cm。ベタ底で口縁部外縁が張り出し、口縁部断面は略三角形となる。外面には粘士の継
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ぎ目が僅かに残る。素地は粗粒子で胎士に白色の粒子を多く含む。内面には7本単位とするやや

浅い摺目が間隔を空けて施される。か-91グリッド第5層出士。

Ⅱ.産地不明瓦質陶器

産地不明の摺鉢が得られた(第12図3)。暗灰色で一見須恵質を呈する。素地も細かく堅緻であ

る。撹乱一括取り上げ。

12.金属製品

1 飾り金具(第13図 1 ・ 2)

同図1は略方形の標品である。四隅はやや尖り、角と角の間は扶りが入る。中央とその周りに

ハート形の孔を有する。表面には金(?)メッキを施しているが剥落が著しい。用途については

調度品の飾り金具と思われるが、断定できない。く-92グリッド第4層出土。

同図2 は笠状の小品である。中央に約3mmの孔を有し、外縁には刻みを施す。具体的な用途は

分からないが、孔に軸を通して使用したものであろう。装身具の可能性もある。撹乱一括取り上

げ。

2 鈴(同図3)

同図3は鈴の下半部である。撹乱一覧取り上げ。

13.ガラス製品

玉(第13図 4)、

直径6mm、孔径2血、重さ0.2g。緑青色の小玉である。断面は楕円形を呈し、側部に切り込み

状の溝がみられる。き-91グリッド第4層からの出士。

14.高麗系瓦

高麗系古瓦が得られている(第13図5)。平瓦の破片である。凸面には綾杉文と横位文および方

形の区画文様が施される。凹面はほぽ長軸沿った擦痕と横位の擦痕をナデ消した空白部が残る。

器色は淡灰色を呈する。厚さ1.6C乢胎士に僅かに雲母(?)を含む。試掘杭より出土。

巧.銭貨

破片を含めて37点得られた。銘入り銭と無文銭とがあり、前者は11種35枚ある。この内20点を

図示した(第14・15図)。五銖銭から永楽通寶まで、その年代幅は大きいが、北宋~明代にかけて

の標品が多い。また、種別でみると洪武通寶が10枚と最も多い。第5表に観察一覧を掲げる。

-23 -
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第5表銭貨観察一覧

挿図番号

図版番号

第14図 1

PL.12の 1

出士地点

出士層序

1.45~1.75

く-91

第5層

銭貨名

18.60

く-92

第4層

5.0

く-91

第5層

五銖

国名

18.95

開元通寶

初鋳年
(西暦)

1.20~1.55

ガ

撹乱一括

取り上げ

ノノ

唐

銭径
(血)
A

3.1

天聖元寳

く-92

第3表

ノノ

天聖元寶

く-91

第5層

銭径
(mm)
B

621

18.70

皇宋通寶

く-92

第4層

ノノ

21.00

内径
(皿)
C

北宋

1.35~1.50

元豊通寳

1023

4.0

第15図 1

PL.13の 1

ノノ

20.95

内径
(血)
D

ノノ

ガ

ノノ

21.00

ガ

ノノ

1038

18.00

ガ

21.95

ノノ

1.25~1.50

21.00

銭厚
(Ⅲm)

元祐通寳

ノノ

1078

く-91

第5層

22.00

17.70

ノノ

3.2

22.05

0.95~1.20

紹聖元寳

く-92

第4層

15.80

ノノ

22.00

ノノ

量目
( g )

22.00

0.70~1.00

17.90

ノノ

ノノ

15.90

ノノ

0.50~0.80

21.80

大定通寶

1.00~1.20

ノノ

1086

18.05

0.9

22.30

17.80

ノノ

26

21.70

慶元通寶

0.95~1.10

ノノ

1094

く-91

第5層

16.50

2.2

21.50

]8.05

金

3.8

22.20

洪武通寶

0.85~1.60

17.20

ノノ

2.9

21.40

15.95

南宋

21.50

1.10~1.20

ノノ

1174

16.30

ガ

2.9

21.30

16.90

明

4.0

21.20

1.30~1.35

撹乱一括

取り上げ

ノノ

1195

17.10

ノノ

4.6

1.2

23.10

16.80

ノノ

21.20

1.15~1.35

永楽通寶

1368

く-92

第4層

16.50

3.3

22.30

17.30

ノノ

22.95

1.30~1.40

17.00

ノノ

ノノ

3.5

20.95

16.60

ノノ

22.20

1.25~1.30

19.50

ノノ

3.3

20.70

17.20

文

ノノ

21.20

1.40~1.30

1411

17.80

4.2

21.90

17.95

20.50

1.40~1.50

17.90

ノノ

3.0

22.60

17.20

21.80

1.40~1.50

16.60

3.0

22.70

17.60

22.80

1.25~1.85

18.00

3.フ

20.00

16.95

22.30

1.10~1.35

18.95

3.8

18.00

18.00

?
.

2
2

3
3

4
4

5
5

6
6

フ
フ

8
8

9
9

2
2

3
3

4
4

5
5

6
6

フ
フ

8
8

無

9
9

ノ
ノ

ガ
ガ

ガ
ガ

ガ
P

ガ
ガ

ガ
ガ

ガ
刀

ガ
ガ

ガ
ガ
W
W
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ガ
ガ

ガ
ガ

ガ
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ガ
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ガ
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ガ
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ガ
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W
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以上、発掘調査の成果を述べてきた。ここでは今一度触れまとめとしたい。

まず、今回の調査で先史時代に属する生活の痕跡が確認されたことは注目される。第2章でも

触れたとおり、後方崖中腹の洞穴より沖縄貝塚時代後期の遺跡が確認されているが、当時の調査

から埋葬遺跡であることが判明している。今回本遺跡から出士した遺物をみてみると先の洞穴遺

跡資料との若干の差異はあるものの、概ね同時期とみられる。とすれば、崖上が生活の場で、崖

下を葬地とする当時の空間の使い分けのわかる事例のひとっといえよう。住居址等遺構の検出さ

れなかった現時点では即断はできないが、ひとっの可能性として提示しておきたい。

他方時期は降って、概ねN~16世紀に所属する、比較的多くの移入陶磁器の出士は目を惹いた。

この頃は沖縄の海外交流の盛期ともいえる時期で、当該期の輸入陶磁器の出士するグスク遺跡の

それと概ね合致する。産地別にみる出士量は中国産が最も多く他を圧倒する。在地産士器の出士

もおもいの外多く、つぃでタイが続き、備前産播鉢に代表される九州本土産の器物は稀少であっ

、-0

中国産陶磁器の内訳は青磁では碗・皿・盤が、白磁では碗・杯が主体を占めている。量的には

多くないが黒釉陶器や褐釉陶器が続く。黒釉陶器いわゆる天目茶碗や褐釉茶入れの検出は当時の

喫茶との関連で興味深い。

タイ産資料のなかで県内初の出士とみられる無釉妬器の出士は特筆される。壺と甕がそれで、

特に前者は博多での出士例にきわめて近い特徴を持っており、おそらく同系統のものであろう。

博多出土例はスパンブリ産と特定されており、具体的な産地の判る資料の出士は意義深い。最近、

今帰仁グスク出土の象巖陶質土器がタイのハリプンチャイ窯産であることが金武正紀氏によって

確認されており(註4)、今後彼の地と沖縄とのより具体的な交流を示す資料の増加が期待される。

文献からみたハナグスクの来歴にっいては第2章で既述したところであるが、不明な点も多い

が、文字にみる初見は、古くは察度王19 (1368)年に頼重上人により熊野三所権現を勧請、波上

山護国寺を建立したとはやく、宗教施設として出発したという。出土遺物からみた時期はおおよ

そN世紀に始まることがわかっており、先の出土資料は創建年代に合致する。

ただ、これら文献史料と実際に出士した資料とのっきあわせてみると、護国寺創建当時関わっ

た頼重や日秀等、関連が考えられる薩摩など、九艸1・本士との関わりにっいては希薄な印象を受

け、むしろ中国東南アジアとの関係が示唆される。ちなみに県内において寺社仏閣に関する遺跡

の発掘調査報告書として崇元寺がある(註7)。

三山統一前後の時期、交易の窓口として発展しっつぁったうきしまの、信仰の場としての色杉

も帯びたひとっの拠点として成立したハナグスクの姿の一端が窺える。

第7章 まとめ
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